
平成 28年 5月策定
感染症（集団）発生対応マニュアル

大学という環境は、集団生活を行う場であるので、感染症の発生は学生生活に多大な影響を及ぼ

すこととなる。感染管理においては予防が最も重要であるが、万が一、感染症が発生した場合は、

学校保健安全法に基づく迅速かつ適切な対応が必須となることから本マニュアルを策定する。 

１ 感染症（※別紙１）発生時の基本的対応 

 （１）看護学部・看護学研究科 

①学生の罹患 

既定の「学校感染症罹患者の出席停止にかかわる対応フロー」（別紙２）により対応する。 

②教職員の罹患 

連絡を受けた事務局（桑園担当課学生支援係）は、学部長、教務委員長、学生支援委員長、保健

室及び総務課（人事担当）へメールにより連絡する。 

（２）デザイン学部・デザイン研究科 

①学生の罹患 

連絡を受けた事務局（学生課教務係）は、学部長、教科担当教員へ連絡し必要な対応を行う。 

②教職員の罹患 

連絡を受けた事務局（総務課人事担当）は、学部長、保健室へメールにより周知する。 

２ 集団発生が危惧される場合の対応 

◎対応方針を決定 ◎対応

○全学への注意喚起
・感染予防対策など HP や学内掲示板等による注意喚起

【総務課庶務係長】

○休講、学校閉鎖等の決定

・「別紙３ 緊急連絡体制」により学生・教職員等へ連絡

・関係機関（札幌市企画課（℡211-2192）、札幌市保健所
（℡622‐5199））へ連絡【総務課長】

○学生の相談窓口 ・学生の相談窓口開設【学生課・桑園担当課】

○報道機関への情報提供 ・危機管理基本マニュアルに基づき対応

※このマニュアルにより難い状況が生じた場合は、学長の判断により別途適切な対処を行うものとする。
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『危機管理委員会』の招集、全体状況把握、対応方針の協議・決定 

※必要に応じ危機対策本部へ移行 
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別紙１



看護学部 

【学校感染症罹患者の出席停止にかかわる対応フロー】

≪学内で発生した場合≫

≪実習施設で発生した場合≫

感染症 

罹患発生 

 実習期間に感染症の罹患の可能性が出た場合、担当教員は速やかに対象学生の実習を中止し病院  
受診させ、罹患の有無を確認する 
 感染症の罹患が確認された場合、実習担当者は科目責任者と実習施設の臨床指導者および病棟師 
長に連絡する。実習施設から罹患に関連して指示（出席停止期間など）があった場合は、科目責任者 
は、その指示に速やかに従う 

 科目責任者は、学部長、教務委員長、事務局に罹患および実習中止の連絡をする 

出席停止 

期間の確定 

 科目責任者は、医師の診断及び出席停止基準・実習施設の基準に基づく対応を確認する 

 科目責任者および実習担当教員はグループの学生に感染症状がないか確認し、感染拡大を予防す 
る 

 科目責任者および実習担当教員は病棟師長と協力し、病棟の患者への感染拡大がないかを確認す 
る 

科目履修へ  

の対応 

＊診断書は科目履修への対応に係わる資料となるため必須の提出物であるが、提出は諸事情（症状があり大学に 行け

ないなど）により速やかに提出ができない場合は、出席可能となった日に教務係へ提出する。

＊感染性胃腸炎（ノロウイルス・ロタウイルス感染等）の場合も学校感染症に準じた対応を行う。

 （2016 年 3月 2 日 教務委員会）

 窓口担当者は、感染症の診断名・受診機関・医師が指示した出席停止期間を確認する 

 学校感染症の場合は、学部長・教務委員長・学生支援委員長・保健室・事務局に周知する 

 教務委員長は、医師の診断及び出席停止基準に基づく対応を確認する 

 学生支援係は、学生・保護者へ出席停止期間と欠席届・診断書の提出について連絡する 

 （教科担当教員は、担当授業で他学生の感染症状がないか確認し、感染拡大防止をはかる） 

感染症

罹患発生

出席停止

期間の確定

科目履修への
対応 

 教務係は、科目責任者へ医師の診断及び出席停止措置について通知する

 科目責任者は、当該学生が復帰したら履修に関する対応を提示する 

 科目責任者は、当該学生が復帰したら履修に関する対応を提示する 

別紙２



別紙３

緊急時連絡体制

① 常勤教員、常勤職員、非常勤職員、臨時職員

点線内の教員間、職員間の連絡網は各学部、各課において毎年準備し内部周知を図る。（教員間

の連絡網については、学部長の判断で一斉メールの発信とそれに対する返信メールでの対応をと

ることも可能とする）

※ 連絡先が不在の場合は、直ちに次の連絡先へ連絡を入れる。

芸術の森キャンパス 管理センター ℡ 592-5387 
桑園キャンパス 監視室   ℡ 726-2770 

事務局次長 事務局長 学  長

副学長

総務課長 総務課職員

総務課施設担当職員

学生課長

地域連携課長

桑園担当課長

経営企画課職員

桑園事務室長

デザイン学部長

デザイン研究科長

看護学研究科長

看護学部長

デザイン学部教員

学生課職員

看護学部教員

桑園担当課職員

地域連携課職員



②学生、非常勤教員、大学訪問予定者、関係業者等

  上記①の連絡を受けた教職員は、必要に応じ下記のとおり個別連絡を行う。

学生への一斉メールや非常勤職員への連絡先は、芸術の森キャンパスと桑園キャンパス

どちらからでも発信できるよう、学生課と桑園事務室の間で情報共有しておく。

連絡対象者 連絡方法 連絡担当部署

学生（デザイン学部、デザイ

ン学研究科）

一斉メールによる 学生課

（副担当 桑園事務室）

学生（看護学部、看護学研究

科、助産学専攻科）

一斉メールによる 桑園事務室

（副担当 学生課）

非常勤教員（デザイン学部、

デザイン学研究科）

※当該日出勤予定者に限る

電話及びメールの併用 学生課

非常勤教員（看護学部、看護

学研究科、助産学専攻科）

※当該日出勤予定者に限る

電話及びメールの併用 桑園事務室

清掃業者 責任者への電話 総務課

警備業者 責任者への電話 総務課

情報関連受託業者 責任者への電話 総務課

大学訪問予定者 電話又はメール 関連する課


